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市政レポート市政レポート  第2回 3月定例会令和7年度

　
３
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
、令
和
７
年 

第
２
回 

定
例
会（
３
月
議
会
）を
開
催
し
、令
和
７
年
度 

一般
会
計
補
正
予
算
な
ど
69
議
案
を
可
決
し
た
ほ
か
、議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
２
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
事
案
件
５
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、私
自
身
本
議
会
に
お
い
て
質
疑
を
行
い
市
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

Report
報 告

議会中継動画を
ご覧になれます。

令
和
7
年
度 

当
初
予
算
の
特
色

■令和7年度当初予算 一般会計 歳出
　【目的別】

■令和7年度当初予算 一般会計 歳出
　【性質別】

45.3％

民生費
836億円

農林水産業費
29億円
1.6％

10.3％
衛生費
190億円

8.4％

総務費
156億円

8.5％土木費
157億円

商工費
40億円
2.2％

その他
14億円 0.8％

その他
63億円 3.5％公債費

172億円

3.0％
消防費
55億円 総 額

1,844億円

10.6％

教育費
195億円 9.3％

■令和7年度当初予算 一般会計 歳入

36.9％

市 税
680億円

9.7％
地方譲与税・
交付金
166億円

9.0％

26.9％

その他
180億円

11.3％

地方交付税
208億円

6.2％
市 債
114億円

国・県支出金
496億円

29.5％

6.8％補助費等
184億円

9.9％

投資的経費
151億円
8.2％

その他の経費
632億円
34.3％

義務的経費
1,061億円
57.5％

9.3％

18.7％

繰出金
125億円

14.1％

物件費
260億円

8.2％
建設事業費
151億円

公債費
172億円

扶助費
543億円

総 額
1,844億円

人件費
346億円

,

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
１ 

8
4
4
億
円

⑴
一
般
会
計
の
規
模
は
、対
前
年
度
比
１２５
億
円

　
（
7.3
％
）の
増

・「
人
が
つ
ど
い
未
来
に
躍
動
す
る
世
界
都
市・高

松
」の
実
現
に
向
け
た
特
色
あ
る
取
組
を
推
進

・
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
・
教
育
を
社
会
全

体
で
支
援
す
る
た
め
の
子
育
て
支
援・学
校
教

育
の
充
実

・
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
と
す
る
、
安
全
・
安
心

な
高
松
を
目
指
し
た
、防
災・減
災
対
策
の
充
実

・
世
界
に
誇
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
る
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
や
大
阪・関
西
万
博
を
契

機
と
し
た
地
域
活
性
化

・
本
市
の
新
た
な
観
光
や
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
な

る
、シ
ー
フ
ロ
ン
ト
か
ら
中
心
市
街
地
に
か
け

た
に
ぎ
わ
い
創
出

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
な
ど
、
本
市

の
魅
力
を
戦
略
的
に
展
開

・
市
有
施
設
等
の
脱
炭
素
化
な
ど
、Ｇ
Ｘ
の
推

進・ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

⑵
重
点
取
組
対
象
事
業
は
、６５
事
業・６０
億
円
を
計
上

⑶
物
価
高
騰
な
ど
喫
緊
の
行
政
課
題
に
対
応
す
る

　
た
め
、予
算
規
模
は
過
去
最
大

・
物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
へ
の
適
切
な
対
応
、給

与
改
定
に
よ
る
人
件
費
、社
会
保
障
給
付
の
増

な
ど
へ
の
対
応

・
財
源
不
足
が
生
じ
、依
然
と
し
て
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
す
状
況

総 額
1,844億円

依存財源
984億円
53.4％

自主財源
860億円
46.6％

  

保
育
所
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

　

 

入
所
申
込
児
童
数
と
入
所
児
童
数
の
差
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か

　

 

本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
定
め
る
待
機
児
童
の

定
義
に
基
づ
き
待
機
児
童
数
を
算
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
待
機
児
童
数
に
は
、
特
定
の
保

育
施
設
の
み
で
希
望
し
て
い
る
児
童
や
、
企
業
主

導
型
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
児
童
等
は
除
外

す
る
こ
と
に
な
って
お
り
、
待
機
児
童
数
に
含
ま
れ

て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
児
童
に
つ
き
ま
し
て
は
、
待
機
児
童
の

対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
保
育
の
必
要
性
が
あ

り
、
入
所
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な

限
り
多
く
の
方
が
入
所
で
き
る
よ
う
取
組
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

 

待
機
児
童
の
要
因
で
あ
る
地
域
に
お
け
る
需
要

の
偏
り
へ
の
対
応
状
況

　

 

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
入
所
選
考
の
機
会
を
、

２
回
か
ら
３
回
に
増
や
す
と
と
も
に
、
施
設
の
空

き
状
況
を
積
極
的
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、
保
育

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
対
応
に
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
入
所
申
込
み
に
当
た
り
、
保
護
者
に
対
し

て
で
き
る
限
り
希
望
施
設
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
職
員
が
直
接
、
働
き
か
け
る
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
対
応
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

 

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、保
育
士
確
保
に
ど
の

よ
う
に
取
組
む
の
か

　

 

本
市
で
は
、
保
育
施
設
の
待
機
児
童
解
消
を

図
る
た
め
、
今
年
度
、
新
た
に
潜
在
保
育
士
への
就

職
一
時
金
の
支
給
を
始
め
る
な
ど
、
県
の
保
育
士

AA QQA Q
3
月
定
例
会（
抜
粋
）

質
問
お
よ
び
答
弁
の
概
要

「人」が輝き、
「まち」が輝く
「輝く創造都市、高松」

裏面に続きます。



◎次回の発行は8月の予定です。皆さまのご支援、ご協力よろしくお願いいたします。
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駐
車
場
の
満
空
情
報
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン「
ど
こ
駐
車
ナ
ビ

高
松
」の
運
用
開
始

　
県
立
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
開
発
が
集

中
す
る
サ
ン
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
の
渋
滞

対
策
と
し
て
、中
心
市
街
地
に
あ
る

県
営
・
市
営
・一
部
民
間
駐
車
場
の
空

き
状
況
を
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
、駐
車
場
満
空
情
報
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン「
ど
こ
駐
車
ナ
ビ
高
松
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
県
立
ア
リ
ー
ナ
で
の
大
型
イ
ベ
ン
ト

や
、瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
2
5

の
開
催
な
ど
で
も
、多
く
の
方
が
ス

ム
ー
ズ
に
移
動
し
て
い
た
だ
き
、高

松
で
の
滞
在
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
、更
な
る
賑
わ
い
の
創

出
を
図
り
、目
指
す
べ
き
都
市
像
で

あ
る「
人
が
集
い 

未
来
に
躍
動
す
る 

世
界
都
市
高
松
」を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
す
。

Colum
コラム

詳しくはこちら

 ビジョンの概要
　本市で暮らす人、訪れる人がWell-being※な心地良さを感じ、本市に
関わる全ての人から「選ばれるまち」となることを目的に、高松に関わる人た
ちが一丸となって、シティプロモーションを推進していくための「取扱説明
書」、いわゆる「トリセツ」として「高松市シティプロモーション推進ビジョン」を
策定しました。　　　 　　 ※Well-being：心身ともに満たされた状態を表す概念
 ビジョンの基本的な考え方
　シティプロモーションの主役を「人」としており、交流人口、関係人口に加
え、企業や団体など、高松に関わる全ての人たちがつながり、一丸となって、
シティプロモーションを推進していくことに主眼を置いています。
 「ＴＫＭＴ」フレーム
　理念を具現化し、みんなで楽しみながら高松の魅力を発
信できる仕組みとして、「ＴＫＭＴ」のフレームを考案しました。
　「ＴＫＭＴ」は、「Ｔ」「Ｋ」「Ｍ」「Ｔ」の頭文字を使って、
例えば（Ｔ）たのしい（Ｋ）けしき （Ｍ）みんなで（Ｔ）つくる
のような、オリジナルのメッセージで表現することができます。

　高松に関わる全ての人がWell-beingを感じられ、一体となって
シティプロモーションを推進するためには、共感をいただくための
丁寧な情報発信などにより、市民の皆さまに主体的に関わってい
ただくことが重要であります。
　また、市民の皆さまのみならず、企業、団体、そして高松を訪れ

る人々など、多様な関係者との連携を強
化することで、それぞれの強みや視点を
活かした推進がはかられ、結果、大きな
成果を生み出すことができます。
　高松が持つ独自の魅力やポテンシャ
ルを最大限に引き出し、「選ばれるまち」
となるよう、高松に関わる全ての人々の
力を結集し、新たな高松の魅力の創造
に向けて全力で努めてまいります。

人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
保
育
士
確
保
に

取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
策

と
し
て
、
公
定
価
格
に
お
け
る
人
件
費
を
、
10.7
％

程
度
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
県
に
お
い
て
も
保
育
士

の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め「
保
育
環
境
充
実
支

援
事
業
」を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
市
で
も

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
予
算
議
案
を
、
今
定
例
会
に

提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
独
自
の
保
育
資
格
に
取
組
む
こ
と
は
も
と

よ
り
、
国
や
県
の
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、早
期
の
待
機
児
童
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

  

海
ご
み
対
策
に
つ
い
て

　

 

河
川
を
通
じ
て
海
に
流
れ
込
む
ご
み
の
発
生
要

因
や
流
入
状
況
な
ど
に
対
す
る
現
状
の
認
識

　

 

本
市
域
内
に
は
、
県
ま
た
は
市
が
管
理
す
る
河

川
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
、
河
川
法
な
ど
の
適
用

を
受
け
な
い
水
路
も
あ
る
。

　

国
の
事
例
集
に
よ
る
と
、
河
川
ご
み
発
生
の
主
な

要
因
と
し
て
は
、ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョン
等
か
ら
の
流
出

と
、
不
法
投
棄
ご
み
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
香
川
県
な
ど
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
４
県

と
日
本
財
団
が
参
画
す
る「
瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

Ｘ
」の
公
開
デ
ー
タ
で
は
、４
県
に
お
け
る
河
川
ご

み
の
種
類
別
割
合
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
約
50
％

と
一
番
多
く
、次
に
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が
約
12
％
で
あ
り
、

本
市
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

 

海
ご
み
の
発
生
抑
制
に
向
け
た
取
組
を
充
実
さ

せ
て
い
く
考
え

　

 

瀬
戸
内
海
に
面
し
た
本
市
に
お
い
て
、
海
ご
み
へ

の
対
策
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
も
の
と
存
じ
て
い
る
。

　

海
ご
み
の
多
く
が
家
庭
か
ら
出
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
な
ど
の
生
活
ご
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
排

出
抑
制
に
つ
な
が
る
取
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
存

じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
環
境
学
習
講
座
に
お

い
て
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
な
ど
、
参
加
者
が
実
体
験
を
通

じ
て
楽
し
く
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
形
式
の
講
座

AA Q

Q

Q

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
小
学
校
や
コ
ミュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
も
、
本
市
出
前
講
座
と
し
て
、
海

ご
み
講
座
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
高
松
市
環
境
衛
生
組
合
連
合
会
と
の

共
催
で
本
市
の
環
境
月
間
で
あ
る
10
月
に
、
市
内

全
域
で
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
な
ど
が

参
画
す
る「
高
松
ク
リ
ー
ン
デ
ー
”き
れ
い
デ
ー
“」

に
お
い
て
も
、
ま
ち
の
散
乱
ご
み
が
海
ご
み
に
つ
な

が
る
と
い
う
視
点
も
取
り
入
れ
、
清
掃
活
動
を
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
環
境
学
習
の
充
実
や
、
環
境

美
化
活
動
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
海
ご
み
の
排
出
抑

制
に
向
け
た
取
組
み
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
。

  

救
急
電
話
相
談
に
つ
い
て

　
 

救
急
電
話
相
談
の
連
絡
先
が「
高
松
市
Ｈ
Ｐ
」や

「
た
か
ま
つ
ホ
ッ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で
容
易
に
認
識
で
き

る
よ
う
に
掲
載
す
る
考
え

　

 

休
日
当
番
医
な
ど
の
緊
急
時
に
必
要
な

情
報
に
つ
い
て
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、「
た

か
ま
つ
ホ
ッ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」に
お
い
て
容
易
に
ア
ク

セ
ス
で
き
る
よ
う
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
て
掲

載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
が
実
施
し
て
い
る
救
急
電

話
相
談
に
つい
て
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

ら
ず
、
市
民
の
皆
様
が
、
救
急
電
話
相
談
を
迅
速

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
情
報
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
存
じ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

と
同
様
に
、
救
急
電
話
相
談
に
つい
て
も
、
容
易
に

認
識
で
き
る
よ
う
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
た
か

ま
つ
ホ
ッ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、
早
急

に
掲
載
し
て
ま
い
り
た
い
。

A

高松市シティプロモーション推進ビジョン

検索可能な駐車場
・高松市立美術館地下駐車場
・丸い亀さん
・香川県番町地下駐車場　
・香川県玉藻町駐車場
・高松市立杣場川
・高松市立中央駐車場
・高松市立瓦町駅地下駐車場
・丸亀町くるりん駐車場
・サンポート高松地下駐車場
・丸亀町壱番街駐車場

ひとこと


